日米合意とは ？ 　　　　　当会ニュースＮｏ．５８より
日米両政府が5月28日に合意した内容は、

①　1800ｍ の滑走路を持つ普天間代替施設を、名護市辺野古及び隣接水域に建設する。

「最低でも県外」と公約してきた鳩山（前）首相に、「公約違反の裏切り行為」（琉球新報社説）と沖縄県民が怒ったのは当然です。

辺野古の自然を破壊し　海兵隊の一大拠点に

名護市にはキャンプ・シュワブ（海兵隊地上部隊20km2）があります。新基地はこれと一体的に運用し、海兵隊戦闘部隊の一大拠点にする狙い。すべて米軍優先の計画です。

ジュゴンや珊瑚礁の海を破壊して滑走路を作ることには、鳩山さんも「自然への冒涜だ」と言っていたのに！

日本全国に訓練拡大 ！ 

2 海兵隊訓練移転先として徳之島を明記

3 米軍の活動の沖縄県外への移転を拡充。日本本土の自衛隊基地も活用。

　爆音と墜落事故の危険が伴う激しい航空機の訓練や、上陸訓練、市街地戦闘訓練を、日本全土に拡大しようとしています。東富士はもちろん、浜松基地も例外ではありません。

基地移転で負担軽減 ？？？

基地移転・分散が普天間あるいは沖縄住民の負担軽減になるのか？

負担軽減にならないことは、嘉手納基地の訓練移転（2006年合意）で証明済みです。この時は、５機のF15戦闘機が本土で訓練するだけで、後に３０機の戦闘機などが移駐してきて逆に負担増になったのです。

辺野古への基地移設も、米軍の再編強化の一環であることは明々白々です。

「日米安保 見直し」が７０％

最近の沖縄県民を対象にした世論調査（左図参照）では辺野古への移設反対、海兵隊不要、基地撤去・縮小が圧倒的多数を占めています。

さらに、日米安保条約を、（軍事同盟から）平和友好条約に改める意見が５５％（このほか安保破棄が１４％）にのぼります。

普天間基地移設に端を発した沖縄県民の今回の運動は、日米関係について根　　本から考え直す機会を提起したと言えるのではないでしょうか。
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